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５ 月 上 旬 、足 尾・庚 申 山（ １ ９ ０ １ ㍍ ）

に 出 か け た 。南 総 里 見 八 犬 伝 で 有 名 な

奇 岩 、 怪 石 の 山 で あ る 。  

 前 日 、わ た ら せ 渓 谷 鉄 道 が た ど る 新

緑 の 世 界 に 目 を 洗 わ れ た 。通 洞 駅 で 宿

の 車 に 迎 え ら れ 、 銀 山 平 の 国 民 宿 舎

「 か じ か 荘 」に 落 ち 着 く 。久 し ぶ り に

会 っ た 仲 間 と 例 に よ っ て 夜 遅 く ま で

痛 飲 。  

 翌 朝 ５ 時 出 発 。

１ 時 間 程 の 林 道

歩 き の 後 、 一 ノ

鳥 居 か ら 山 道 に

入 る 。 雑 木 林 の

中 、 水 面 沢 に 沿

っ た 緩 や か な 登

り 。足 元 の そ こ こ こ に エ イ ザ ン ス ミ レ

が 姿 を 見 せ る 。文 久 三 年 の 銘 の あ る 百

丁 目 の 石 柱 の 辺 り か ら 登 り は 急 に な

り 、鏡 岩 、夫 婦 蛙 岩 、仁 王 門 、大 忍 坊 、

二 ノ 鳥 居 と 過 ぎ て 、７ 時 半 庚 申 山 荘 に

着 い た 。 小 屋 の

背 面 に ビ ョ ウ ブ

の よ う に そ そ り

立 つ 庚 申 山 の 岩

壁 が 登 高 意 欲 を

そ そ る 。 そ こ で

３ ０ 分 の 朝 食 休

憩 。 ８ 時 出 発 。

小 屋 背 面 の 岩 壁 を 巻 く よ う に 登 る 。ス

リ ル 満 点 の ハ シ ゴ 登 り や ク サ リ 場 が

数 回 続 き 、

一 ノ 門 で 雪

解 け 水 が 豪

快 に 流 れ 落

ち る 滝 の 裏

を シ ブ キ に

ビ ッ シ ョ リ

と 濡 れ な が

ら 回 り 込 み 、 や っ と 岩 場 の 上 に 出 た 。 

 後 は コ メ ツ ガ 林 の 中 の 雪 道 の 緩 や

か な 登 り で ９ 時 半 、庚 申 山 頂 に 到 着 し

た 。何 の 変 哲 も な い コ メ ツ ガ の 木 立 の

中 の 小 平 地 だ が 、１ ８ ９ ２ ㍍ と １ ９ ０

１ ㍍ の 標 柱 が 並 ん で 立 っ て い る の が

面 白 い 。  

 更 に 林 の 中 を ５ 分 程 進 ん だ と こ ろ

に 展 望 台 が あ る 。皇 海 山 が 真 っ 正 面 に

堂 々 と 立 ち は だ か る 。皇 海 山 の 左 に は

袈 裟 丸 の 連 峰 、右 に は 日 光 白 根 や 男 体

山 か な た に

は 至 仏 山 が

白 く 輝 い て

見 え た 。 展

望 台 の 足 元

か ら 皇 海 山

頂 に か け て

は 、 鋸 山 １

１ 峰 の 起 伏 が お ど ろ お ど ろ し く 連 な

る 。規 模 こ そ 違 う が 、ヨ ー ロ ッ パ ア ル

プ ス に も 匹 敵 す る 壮 絶 な 眺 め で あ る 。 

 名 残 は 尽 き な い が 、展 望 タ イ ム は １

５ 分 程 で 切 り 上 げ て 、下 山 の 途 に 就 い
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た 。今 朝 の 経 路 を 逆 に た ど り 、途 中 庚

申 七 滝 を 見 物 し た り し て 、 午 後 ２ 時

「 か じ か 荘 」帰 着 。疲 れ た 身 体 に 、入

浴 後 の ビ ー ル は こ た え た 。  

錫 ヶ 岳 ･奥 白 根 ( 展 望 台 か ら )  


